
私たち夫婦は、先代に続いて２代目として天然竹皮（真竹）収集・加工業
を営んでいます。竹皮を利用した製品には、栗蒸しようかん、さばずし、中
華ちまき、おにぎり、肉の包装、版画のばれんなどがあります。
天然の材料のため、安定した収集量の確保や代用品がないことが悩みの種

です。年々竹やぶが荒れてきていることから、材料調達が困難になってきて
いますが、この仕事を営んでいけるよう努力を続けています。
以前コンビニを経営していた時には、子ども110番の家として毎日笑顔

であいさつしていました。今は自宅で仕事をしているので、近所で子どもた
ちを見かけたら声掛けや見守りをしています。
これからも可児市の宝である子どもたちが笑顔で元気に生活できるよう、

何でも相談できるおじさん、おばさんでいたいと思います。

問合先　人づくり課

●吉田包装店（坂戸）

このコーナーでは、子どもへの声かけや見守りなど、いじめ防止につながる
取り組みをしていただいている事業所や団体を紹介しています。

問合先　人づくり課

いじめ防止協力事業所
・

団体は随時募集中です
。
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産業フェアが文化創造センター・アーラで開催されました。
市内のさまざまな業種の企業が独自の商品や優れた技術など
を市内外に発信するためのもので、今年は93社が出展。製
造業をはじめとした多くの企業がブースを出し、訪れた人た
ちに自社商品を紹介しました。
また、市の特産品などを使った飲食ブースも並び、熊本地
震被災地復興支援のチャリティーマーケットも開かれるなど、
会場は多くの人でにぎわいました。

文化創造センター・アーラで市美術展を開催しました。
市内外から応募があった280作品のうち、入賞・入選した
235点を展示。洋画、日本画、書道、デザイン・工芸、写真
の５部門に分かれた多様な作品が並びました。
会場には多くの人が訪れ、色彩豊かな絵画や迫力ある書道、
感動的な一瞬を切り取った写真など個性あふれる力作の数々
を前に時折足を止めながら、ゆっくりと鑑賞を楽しんでいま
した。

１１／５

市内の企業の魅力を体感

芸術を味わう

出展ブースで商品の説明を受ける来場者

作品を鑑賞する来場者

わたしたちが子どもたちを見守りますわたしたちが子どもたちを見守ります
いじめを 止 vol.21防

市内のNPO法人さといも塾が主催する親子さといも掘り
体験が下恵土地内で行われました。可児の特産品であるサト
イモについて市民に知ってもらうために行っている取り組み
の1つです。
収穫は、スコップで株ごと掘り起こした後、親イモの周り
に付いた小さなイモを１つずつ外していきます。
参加者は数人で大きな株を囲み、周りについた泥を丁寧に
落としながらたくさんのサトイモを収穫していました。

１０／２２・２３

１１／９～１３

サトイモ掘りに挑戦

サトイモの収穫を体験する参加者

竹皮のより分け作業
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